
(１)　平成30年度実績報告について

Ⅰ地域包括支援センター相談状況について
   １．平成30年度　地域包括支援センター相談統計（平成30年4月～平成31年3月）

菊かおる
園

東部 中央 ふくろう
の杜

豊島区
医師会

いけよん
の郷

アトリエ
村

西部

7,615 8,041 7,500 6,386 5,893 5,655 8,066 8,354 57,510

(21.3%) (20.6%) (17.9%) (18.5%) (17.4%) (18.6%) (22.2%) (22.0%) (19.9%)

13.2% 14.0% 13.0% 11.1% 10.2% 9.8% 14.0% 14.5% 100.0%

1,456 1,770 1,011 1,199 927 1,040 1,430 1,959 10,792

1,330 1,678 1,967 1,250 3,048 768 1,892 1,858 13,791

692 1,003 521 572 775 375 533 636 5,107

21 13 44 3 309 13 13 30 446

27 25 28 9 84 9 58 46 286

3,526 4,489 3,571 3,033 5,143 2,205 3,926 4,529 30,422

1,030 1,316 896 948 1,335 538 1,041 1,079 8,183

1,124 1,259 983 958 1,212 526 991 1,384 8,437

50 60 64 28 59 55 42 76 434

798 1,281 626 672 959 727 1,041 1,010 7,114

514 548 991 419 1,571 346 765 960 6,114

10 25 11 8 7 13 46 20 140

3,526 4,489 3,571 3,033 5,143 2,205 3,926 4,529 30,422

※高齢者人口は平成31年1月1日現在
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　2.　地域包括支援センターの相談件数の推移（平成26年度～平成30年度）

地域包括支援センターの相談件数を平成26年度から示した。

平成２６年７月から集計内容及び方法を徹底したことにより、相談件数が大幅に減少している。

　3.　相談内容延べ件数の推移

年度 26 27 28 29 30

介護保険 24,029 18,416 17,175 20,598 15,898

介護予防プラン及び新
予防給付プラン関連 8,689 4,125 7,178 6,489 4,598

介護予防事業関連 1,600 968 558 479 325

一般施策（※１） 5,387 4,548 4,089 5,394 4,140

医療・看護・保健 11,937 11,164 11,644 12,928 10,897

権利擁護 3,040 1,653 1,947 2,498 1,544

虐待 1,016 909 931 841 761

生活・経済について（※２） 8,019 8,042 8,046 8,577 7,680

障害者制度について 703 311 235 207 270

介護保険と一般施策以外の
サービスに関する相談（在宅
サービス）

3,332 2,030 2,473 3,619 3,347

その他（※３） 3,939 4,020 4,019 5,611 5,120

認知症(※４） 3,591 4,065 3,951 4,584 3,927

計 75,282 60,251 62,246 71,825 58,507

   

46,532

34,139 33,423

38,027

30,422

26 27 28 29 30

※１ 紙おむつ支給，おむつ購入費助成，福祉電話の貸出し，緊急通報システム，火災安全システム，寝具乾燥，出張理美容，

生活支援型ホームヘルプサービス，徘徊探知機，自立支援住宅改修，車椅子短期貸出の相談・申請・苦情

※２ 生活保護，アパート立ち退き，ごみ，相隣関係，住まい（介護保険外の施設，養護老人ホーム，安心住まい等）

※３ 苦情，関係機関からの情報提供（実態調査票の受け渡しなど）

※４ 平成２６年７月より集計開始
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4.平成30年度　アウトリーチ事業相談統計（平成30年4月～平成31年3月）

菊かお
る園

東部 中央
ふくろう
の杜

豊島区
医師会

いけよん
の郷

アトリエ村 西部

7,615 8,041 7,500 6,386 5,893 5,655 8,066 8,354 57,510

(21.3%) (20.6%) (17.9%) (18.5%) (17.4%) (18.6%) (22.2%) (22.0%) (19.9%)

13.2% 14.0% 13.0% 11.1% 10.2% 9.8% 14.0% 14.5% 100.0%

951 1,146 814 52 590 831 1,366 1,337 7,087

633 570 599 120 982 485 529 602 4,520

681 817 658 479 458 603 423 371 4,490

27 72 19 10 167 41 31 49 416

2,292 2,605 2,090 661 2,197 1,960 2,349 2,359 16,513

913 1,238 500 517 856 803 709 502 6,038

339 317 252 39 325 238 406 435 2,351

91 28 65 12 29 57 40 74 396

89 59 89 27 151 110 70 152 747

310 249 241 21 255 234 517 416 2,243

526 694 559 38 536 508 595 763 4,219

0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 3 3 1 5 1 3 0 29

11 17 381 6 40 9 9 17 490

2,292 2,605 2,090 661 2,197 1,960 2,349 2,359 16,513

※　高齢者人口は、平成31年１月１日現在
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5.平成30年度　地域包括支援センター事業実績（平成30年4月～平成31年3月）

菊かおる園 東部 中央
ふくろう
の杜

豊島区
医師会

いけよ
んの郷

アトリエ村 西部

692 1,003 521 572 775 375 533 636 5,107

798 1,281 626 672 959 727 1,041 1,010 7,114

17 36 14 26 7 24 35 13 172

4 9 3 4 5 6 21 11 63

0 26 25 10 12 12 0 23 108

32 42 26 18 7 41 39 37 242

0 14 0 8 23 46 6 12 109

163 189 127 108 103 114 164 167 1,135

包括作成件
数

86 62 47 65 46 43 63 41 453

委託件数 77 127 80 43 57 71 101 126 682

127 133 113 95 96 75 146 150 935

包括作成件
数

67 65 52 51 51 20 61 49 416

委託件数 60 68 61 44 45 55 85 101 519

※ケアマネジャー相談件数は、平成28年度より実情に合わせて実件数とした
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4



6.包括的・継続的ケアマネジメント支援について（平成30年度）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

ケアマネジャー
相談件数 552 605 654 615 646 559 626 589 602 594 541 531 7,114

相談件数全体が減少している中で
ケアマネジャーによる相談件数が増加傾向。
相談内容の内訳としては、介護保険
・医療看護保健・生活経済、が上位を占め
ている

介護保険
40.2%

予防プラン関

連
8.4%

介護予防事業関連
0.1%

一般施策
5.2%

医療・看護・保健
14.0%権利擁護

2.8%

虐 待

2.2%

生活・経済
9.6%

障害者制度

0.4%

在宅サービス

4.8%

その他
6.7%

認知症
5.7%

ケアマネジャー相談内容内訳

（１）ケアマネジャー相談件数

総合相談のうち、主たる相談者がケアマネジャーからの相談件数。

（２） 研修企画委員会及び主任介護支援専門員育成委員会

平成28年度末より「豊島区介護支援専門員研修企画委員会」と「豊島区主任介護支援

専門員育成委員会」を立ち上げた。居宅介護支援事業所の主任介護支援専門員は研修企

画による支援、高齢者総合相談センターは主任介護支援専門員の要件を満たすための研

修を実施するなどして主任介護支援専門員の育成環境の整備支援を行っている。

（３）平成30年度の研修企画

研修企画委員会にて、ケアマネの課題を整理し、研修テーマを策定した。
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（４）平成30年度の研修（高齢者福祉課実施分）

研修企画委員会にて検討した対策案に基づき研修を実施した。
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Ⅱ運営事業委託実施報告・実施計画 

 

１． 平成 30 年度実績報告 

(１) 委託事業所 8 事業所 

① 菊かおる園地域包括支援センター  (社会福祉法人 豊島区社会福祉事業団) 
② 東部地域包括支援センター     (社会福祉法人 豊島区社会福祉事業団) 
③ 中央地域包括支援センター    (社会福祉法人 豊島区民社会福祉協議会) 
④ ふくろうの杜地域包括支援センター  (社会福祉法人 敬心福祉会) 
⑤ 豊島区医師会地域包括支援センター  (公益社団法人 豊島区医師会) 
⑥ いけよんの郷地域包括支援センター  (社会福祉法人 フロンティア) 
⑦ アトリエ村地域包括支援センター  (社会福祉法人 豊島区社会福祉事業団) 
⑧ 西部地域包括支援センター      (社会福祉法人 フロンティア) 

 
(２) 執行状況 

 平成 30 年 4 月 1 日    運営法人と委託契約締結 
 平成 30 年 4 月      上半期概算払委託料執行 
 平成 30 年 10 月      下半期概算払委託料執行 
 平成 31 年 3 月末     概算払委託料清算 

  
(３) 委託料予算額及び執行額 

30 年度 金額 内訳 備考 

予算 274,716,000 円   

執行額 270,726,961 円 ＠36,152,000×3 事業所 
 ＝108,456,000 円 
＠35,315,015×1 事業所 
 ＝35,315,015 円 
＠34,652,000×1 事業所 
 ＝34,652,000 円 
＠32,999,946×1 事業所 
 ＝32,999,946 円 
＠31,152,000×1 事業所 
 ＝31,152,000 円 
＠28,152,000×1 事業所 
 ＝28,152,000 円 

 

執行残 3,989,039 円  執行率 98.5％ 
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２．平成 31（令和元）年度実施計画 

（１） 委託事業所 8 事業所 

① 菊かおる園地域包括支援センター  (社会福祉法人 豊島区社会福祉事業団) 
② 東部地域包括支援センター     (社会福祉法人 豊島区社会福祉事業団) 
③ 中央地域包括支援センター    (社会福祉法人 豊島区民社会福祉協議会) 
④ ふくろうの杜地域包括支援センター  (社会福祉法人 敬心福祉会) 
⑤ 豊島区医師会地域包括支援センター  (公益社団法人 豊島区医師会) 
⑥ いけよんの郷地域包括支援センター  (社会福祉法人 フロンティア) 
⑦ アトリエ村地域包括支援センター  (社会福祉法人 豊島区社会福祉事業団) 
⑧ 西部地域包括支援センター      (社会福祉法人 フロンティア) 

 
(２)  執行状況及び執行計画 

 平成 31 年 4 月 1 日     運営法人と委託契約締結 
 令和元年 5 月       各法人が提出した総価分の支払計画額と各月の履行 
 令和 2 年 3 月末      実績に応じて支払う単価分の合計を毎月執行 

  
(３)  委託料予算額 

31（元）年度 金額 内訳 備考 

予算額 358,847,000 円  ①31（元）年度より運

営法人との委託契約

は、総価分と履行実績

に応じて支払われる単

価契約分の合計が支払

われる契約に変更し

た。 

②会計検査院の指摘に

より事業所のプラン収

入 60,531,000 円は、区

の歳入になる。 

それに伴う事業所の減

収額相当をプランナー

人件費相当として委託

料に増額した。 

  総価分

(従来委託料) 
294,716,000 円 ＠38,652,000×5 事業所

＝193,260,000 円 
＠37,152,000×1 事業所

＝37,152,000 円 
＠33,652,000×1 事業所

＝33,652,000 円 
＠30,652,000×1 事業所

＝30,152,000 円 

 総価分 
(ﾌﾟﾗﾝ収入分

≒ﾌﾟﾗﾝﾅｰ人件

費相当) 

60,531,000 円 

 

8 事業所の総額 
(各事業所ごとにプラン収入

額が異なる。） 

 単価分 3,600,000 円 

 

＠450,000×8 事業所 

※総価分（従来委託料）と単価分の合計額 298,316,000 円が 31（元）年度の実質の委 

託料になり昨年度と比べ全体で 23,600,000 円（1 事業所あたりおよそ 3,000,000 円）

の増額となる。 
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Ⅳ 地域ケア会議・予防プラン等の状況について
1.地域ケア会議について（平成30年度）

○ 豊島区の地域ケア会議

地域ケア会議は、「個別課題解決」、「ネットワーク構築」、「地域課題発見」、「地域づ

くり・資源開発」、「政策形成」など様々な機能を持ち、その機能が作用し合い、循環しなが

ら地域包括ケアを推進していく。高齢者個人に対する支援の充実と、地域包括ケアシステムの

体制の整備を同時に進めることができる有効なツールである。

豊島区では、平成30年度から、個別課題解決・自立支援のための「地域ケア個別会議」と地

域課題と区の課題に対応する「地域ケア推進会議」に大別し、開催している。それぞれ、包括

が主催するものと、高齢者福祉課が主催するものがある。

（１）地域ケア個別会議

地域ケア個別会議には、主に支援困難ケースの課題解決を目的とした「個別会議」と、

自立支援・介護予防の観点から多職種が関わり行う「自立支援地域ケア会議（元気はつらつ報

告会）」がある。

平成30年度包括主催の「個別会議」は153回、「自立支援地域ケア会議」は19回を開催した。

高齢者福祉課主催の「自立支援地域ケア会議」は16回を開催した。

（２）地域ケア推進会議

地域ケア推進会議には、各高齢者総合相談センターが、各地域の関係者（民生委員・児

童委員、町会、商店会、ケアマネジャー、医療関係者、金融機関、警察、消防、ＣＳＷ等）と

ともに、「地域ケア個別会議」の中から見つかった地域の課題を共有し、多職種・多機関の連

携による包括的な支援や、地域連携、ネットワークづくりを行う、「地区懇談会」と、各地区

懇談会で対応策を検討した、地域課題の中から区全体にかかる課題を発見し、

対応策を検討する「地域ケア会議全体会議」がある。平成30年度包括主催「地区懇談会」は、

63回を開催した。

高齢者福祉課主催の「地域ケア会議全体会議」は1回開催した。

地域ケア会議全体会議で検討した課題は、年度をまたいで「地域の支え合いの仕組みづくり

協議会」や「豊島区認知症施策推進会議」、「在宅医療連携推進会議」等、ほかの会議体とも

連携し、政策提言へとつなげていく。

令和元年度 地域ケア会議年間スケジュール
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2.センター長連絡会

回 実施日

第１０回 1月15日

○ガンケアパスについて

○平成３１年度予算について

○ＰＴ参加についての依頼（包括システムＰＴ、災害ＰＴ）

○生活支援体制整備事業について

○次年度の通所型サービスについて

○豊島区地域ケア会議運営マニュアル（第２版）について

○生活援助ケアプラン地域ケア会議について

第９回 12月18日

○介護予防リーダー養成講座について

○豊島区リハビリテーション協議会について

○平成３１年度介護予防サロン事業について

○補聴器の医療費控除について

第７回 10月16日

○身元保証等高齢者サポート事業に関する相談への対応について

○包括主催自立支援型地域ケア会議について

○認知症家族者の会について

第８回 11月20日

○豊島消防署より（防火防災診断に関して）

○在宅医療連携推進会議の報告について

○年末年始対応想定者リストの作成について

第６回 9月18日

○介護保険住宅改修申請時における添付書類の追加について（依頼）

○認知症初期集中チームのチーム員連絡会議について

○主任介護支援専門員研修の申込状況について

第５回 8月21日

○消費生活センターからのお知らせ

○選択的介護の相談記録について

○豊島区精神障害者支援マニュアルについて

○元気はつらつ報告会について

第4回 7月17日

○被保護者あんしん支援事業等について

○選択的介護モデル事業実施について

○認知症支援講座について

○在宅医療連携推進会議の報告について

第3回 6月19日

○サービス計画書等の提出について

○東京都認知症アウトリーチチーム実施要領の改正に伴う変更点について　

○地域リハビリテーションについて

○暫定プランについて

第２回 5月15日

○在宅医療連携推進会議・がんケアパスについて

○一般施策（補聴器購入費助成）について

○「Ａｙａｍｕ地域介護」について

○地域ケア会議　全体会議の開催に向けて

  各包括間のよりスムーズな連携、情報の一元化等を目指して部会等のあり方を見直し、平成27年度新たに設定し
た、各包括のセンター長を招集する会議。毎月1回、原則9:00から1時間30分程度、事務連絡の他、包括全体で打
ち合わせを必要とする課題について検討をおこなった連絡事項、課題に応じて必要な担当者にも出席を依頼した。
また開催終了から12：00まで、地域ケア会議全体会議の為の検討会を実施した。

内　　　　　　　　　　　　　容

第１回 4月24日

○選択的介護モデル事業実施について

○元気あとおし事業について

○認知症地域支援推進員活動について

○平成３０年度米寿訪問について
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回 実施日 内　　　　　　　　　　　　　容

第１２回 3月19日

○包括支援システムＰＴについて

○豊島区地域ケア会議運営マニュアルの説明会について

○紙おむつの支給申請について

○平成31年度高齢者福祉課転入者研修について

○一般施策説明会について

第１１回 2月19日

○東池袋フレイル対策センターについて

○次年度の通所型サービスについて

○次年度の業務委託における単価契約について

○地域資源ＰＴについて
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3.予防給付プラン等請求実績について(平成26年度～平成30年度）

平成３０年度の豊島区予防給付プラン請求件数は、平成３１年３月時点で２，０７

０件である。このうち、地域包括支援センター作成が ８６９件（４２．０％）、

居宅介護支援事業者に委託しての作成が １，２０１件（５８．０％）である。

平成２８年度から総合事業が開始となり、総合事業のみを利用した場合は介護予

防ケアマネジメントとなる。また、新規に作成するプランは原則として地域包括支

援センターで作成することとなっているが、全体件数の増加に伴い委託の割合が増

加している。

また、統計上ではしめされていないが、通常業務に加え、平成３０年度の介護保

険法改正に伴う契約書及び重要事項説明書等の変更のための連絡調整及び訪問の業

務が増加している。
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  Ⅴ　認知症対策について

    １．認知症支援事業　実施状況

(１)もの忘れ相談（定期相談）

本人 家族 その他
６５歳
未満

６５～
７４歳

７５～
８４歳

８５歳
以上

認知症
認知症疑い

その他

菊かおる園 2 0 1 1 0 0 2 0 1 1

東部 4 0 3 1 0 1 1 2 3 1

中央 3 0 0 3 0 0 2 1 3 0

ふくろうの杜 3 0 0 3 0 0 0 3 1 2

豊島区医師会 2 1 0 1 0 0 0 2 2 0

いけよんの郷 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0

アトリエ村 3 1 2 0 0 0 2 1 3 0

西部 3 1 2 0 0 0 1 2 2 1

合計 21 3 9 9 0 1 8 12 16 5

(２)もの忘れ相談（随時対応相談）　

本人 家族 その他
６５歳
未満

６５～
７４歳

７５～
８４歳

８５歳
以上

認知症
認知症疑い

その他

菊かおる園 2 1 1 0 0 2 0 0 1 1

東部 8 0 5 3 0 1 4 3 7 1

中央 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0

ふくろうの杜 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1

豊島区医師会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

いけよんの郷 2 0 1 1 0 0 0 2 2 0

アトリエ村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

西部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 14 2 7 5 0 3 5 6 11 3

(３)認知症介護者支援事業・認知症普及啓発（認知症サポーター養成講座、認知症ライフサポート研修）

地域包括支援センター

菊かおる園

東部

中央 １回

ふくろうの杜

豊島区医師会 １回

いけよんの郷

アトリエ村

西部 １回

(4)認知症初期集中支援チーム実績
地域包括支援センター

菊かおる園
東部
中央
ふくろうの杜
豊島区医師会
いけよんの郷
アトリエ村
西部

12回

判断

判断

１回

12回

12回

12回

12回

認知症
介護者の会

認知症介護者
支援講座

認知症サポーター
養成講座

認知症ライフ
サポート研修

１回

地域包括支援
センター

相談件数

相談経路 年齢

地域包括支援
センター

相談件数

相談経路 年齢

4
3
4

件数
3
3
4
4
3
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29年度実績 30年度実績

定期相談 定期相談

もの忘れ相談 12回17名 14回21名

随時相談 随時相談

15回15名 14回14名

12回 11回

13件 14件

高齢者こころの相談

認知症早期診断・早期対応事業 ４件 5件

認知症介護者等支援事業 6,000部 6,000部

○認知症パンフレット作成

○認知症支援事業 3回 5回

○介護者の会 60回 60回

357人 308人

登録23人 登録23人

連絡会4回 連絡会4回

研修会2回 研修会2回

238回 243回

3,173人 3,962人

1回 1回

6人 8人

83人 73人

69回 55回

2,048人 2,111人

４分の１スペー
ス　1回

４分の１スペー
ス　1回

8/26～9/2１ 8/24～9/28

差し替え

認知症に関する基礎知識やサービス・相談先等を掲載したパンフレットを作
成し、配布している。

認知症カフェ
（平成28年度から認知症カフェ登
録事業・運営補助事業開始）

認知症サポーター養成講座

普及啓発 ②中央図書館の特集展示

認知症の方やその家族、地域住民、保健福祉医療関係者が立ち寄り、交流
や相談の場を提供している。

徘徊のある高齢者の所在を、在宅で介護している方が確認できる、位置情
報サービスの利用料金の助成をしている。

事業名 事業内容

地域包括支援センターにおいて、「豊島区認知症かかりつけ医」から医師会
が選出した相談医が、もの忘れが懸念される高齢者やその家族の相談に
応じる。
27年度より、随時対応相談を事業化し開始（豊島区医師会単独では、26年
度より実施）

認知症状があり、高齢者本人や家族に病識がなく外来受診につながりにく
い場合などに、専門の精神科医が場合によっては訪問し、直接本人や家族
と面接することで本人の病状の見立てを行うとともに、今後の関わり方への
助言を通して早期治療・支援に対応する。

受診を拒否する認知症の疑いのある区民に対し、地域包括支援センターか
らの要請で認知症コーディネーターと認知症疾患医療センターアウトリーチ
チームが訪問し、適切な医療や介護サービスにつなげる支援を行う。

徘徊高齢者位置情報サービス

2．認知症支援事業について

認知症高齢者の介護者が、病気の理解や対応方法、利用できる制度を学
ぶとともに、介護者同士の交流によって仲間づくりの機会を提供し、孤立の
防止を図る。

認知症高齢者を介護している方が安心して悩みや不安を話す情報交換の
場として、介護者サポーターが運営を支え、地域包括支援センターが地域
情報を提供している。

認知症の病気の理解、医療や介護、周囲の支援に関することをテーマに講
演会を実施している。

●「介護者の会」の安定かつ継続的な運営の支援を行うため、介護者サ
ポーター同士の情報交換、相談助言のために連絡会を開催。また、充実し
たボランティア活動が継続できるよう、ボランティアに関する知識や役割を学
びスキルアップを図る。

●「介護者の会」の安定かつ継続的な運営の支援を行うため、認知症高齢
者の支援に関心の高い区民を対象にした介護者を支えるための研修を通
じ、家族介護者ボランティアを育成する。

○認知症介護者支援事業

・介護者の会サポーター連絡
会

・介護者の会サポーター
　　フォローアップ講座

認知症講演会
（もの忘れ相談区民公開講座）

地域包括支援センターでの相談

認知症医療連携強化
（豊島区認知症かかりつけ医）

認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者（認知症サ
ポーター）となるための講座を開催している。区主催講座と、講師が出向く
出前方式の講座を実施している。

①広報　　事業の案内や講演会などの記事を掲載している。

③ホームページ　認知症の病気の知識や支援事業の案内をしている。

専門知識を持つ社会福祉士・保健師・主任介護支援専門員が、高齢者やそ
の家族からの、福祉サービスや介護保険、介護予防などの相談に応じてい
る。

豊島区医師会では、認知症を診ることのできる医師を増やすために、所定
の講習を修了した医師会員を認知症かかりつけ医として登録しており、その
名簿を認知症パンフレットに掲載し、周知している。
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Ⅵ 介護予防・日常生活支援総合事業の実施状況 

 

平成２８年度より「介護予防・日常生活支援総合事業」（総合事業）が始まり、６５歳以上の高齢

者であれば心身の状況等によって分け隔てなく、一般介護予防事業対象となった。一般介護予防は、

住民主体の通いの場を充実させ、継続的に拡大していくような地域づくりを推進するとともに、生

きがいや役割をもって生活できる地域の構築により、介護予防を推進していくことを目的としてい

る。 

 

１．通いの場の充実 

(１)「介護予防サロン」 

事業名 事業概要 実施回数・参加実人数 

介護予防サロン事業 

地域の閉じこもりがちの高齢者

が気軽に参加できるサロンを

月１回程度開催。 

１２か所（１６５回）  人 

内訳  包括  ８か所（１０４回）  １，８９７人 

NPO 等 ４か所（６１回）  ６４３人 

 
(２)「自主グループ活動」 

 朗読や絵本読み聞かせ等の自主グループの他、講師と生徒の関係ではなく、誰でも何処でも住民

が自主的に継続してできる「としまる体操」の活用の場を広げ、自主グループを増やしていく。ま

た、自主グループ化した後は、イベントで発表の機会を設けるなど、更に活動の拡大を図る。 
 

主な活動内容 活動グループ数 

としまる体操 ８２グループ 

その他（朗読、絵本読み聞かせ等） ２２グループ 

 

２．介護予防の担い手の育成 

  介護予防活動で自主グループ化を目指す際、率先して地域住民に声かけや活動の取りまとめを行

う担い手が必要となるため、「介護予防サポーター」と「介護予防リーダー」の育成を行っている。 
 

事業名 事業概要 登録者数 

介護予防サポーター 

高齢者が自身の介護予防の理解を深め、活躍の場を広げる

ことを目的とし、シニア世代の互助機能を高める役割を担う人

材の育成。 

１０１人 

介護予防リーダー 

健康寿命延伸のための介護予防推進とシニア世代の役割の

創出を目的とし、課題発見型地域づくりを担うリーダーを養成

する。平成 30 年度は、豊島区内の各専門家に講師を依頼し、 

19 人 3 期生の養成と１，２期生のフォローアップを行った。 

１９人 
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３．体験型プログラム等 

事業名 事業概要 実施回数・参加実人数 

運動プログラム事業 

○高齢者マシントレーニング 

高齢者用マシンを使用して、筋力、筋持久力、

柔軟性を高める。 

９クール＜３０回＞ 

７６人 

○筋力アップ教室 

転倒しない身体作りを目指して、足、腰、腹部

の筋力アップを図る体操。 

１２クール＜７２回＞ 

１５７人 

○高齢者水中トレーニング 

水中歩行、水中負荷による体操を行い、運動

機能の向上維持を目指す。 

６クール＜２０回＞ 

３８人 

認知症予防プログラム事業 

○シニアのためのウォーキング教室 

ウォーキングが脳と身体にもたらす効果につ

いて学びながら実践を行い、認知症の予防を

目指す。 

２クール＜８回＞ 

10 人 

○絵本読み聞かせ講座 

絵本の読み聞かせを行うことで脳を活性化し、

認知症予防を目指す。 

１クール＜２回＞ 

１９人 

介護予防推進事業 

○イベント「介護予防大作戦」 １回  ４２３人 

○おたっしゃ応援団 

出前講座で、体力測定と生活機能質問票によ

り老年症候群を早期に発見する 

１５回 ３９９人 

○口腔ケア講座 

歯科衛生士が唾液の分泌を促すマッサージ等

の実践を行い、口腔ケアの向上を目指す。 

２回 ６２人 

○栄養講座 

管理栄養士が必要な栄養素等の具体的な講

座を行い食生活の改善を目指す。 

２回 ４７人 

シニアのための測定会事業 
身体・体力測定、認知機能検査（簡易）を実施

し、介護予防の取り組みのきっかけづくりとする。 
９回 ２０４人 

お化粧による介護予防事業 
講座やお化粧教室を開催し、日常的に化粧に親

しみ幸福感や外出する意欲を高める。 
２回 ４８人 

高齢者元気あとおし事業 

元気あとおし会員に登録してボランティア活動を

すると、活動時間に見合ったスタンプを押印す

る。スタンプ数に応じて現金に換金できる。 

会員数  ４９３人 

食彩いきいきサロン事業 
栄養バランスのとれた食事をしながら参加者同

士で交流し、低栄養・閉じこもりを予防する。 

４クール＜２４回＞ 

９６人 
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４．総合事業等 

 

事業名 事業概要 利用件数 

基本チェックリスト 

25 の質問項目で日常生活に必要な生活機能が低下

を調べ、該当者は、介護予防・生活支援サービス事

業の、サービスの利用につなげる。 

対象：65 歳以上の区民 

実施数 

74 件 

事業該当者

68 件 

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
事
業 

介護予防訪問事業 
ホームヘルパーが自宅に訪問して、利用者が自立し

た生活を営めるように、生活援助や身体介護する。 

対象：要支援１・２ 
2,041 件 

訪問型サービスＡ 

事業 

ホームヘルパーが自宅に訪問して、利用者が自立し

た生活を営めるよう、生活援助や簡易な身体介護を

する。家事援助のみの場合は、区研修修了者により

支援することもできる。 対象：要支援１・２ 

8,149 件 

生活支援お助け隊 

（訪問型サービスＢ事

業） 

区で実施する研修修了者が自宅に訪問して、掃除等

の簡易な家事援助をすることで利用者の自立した生

活を支援する。  

対象：要支援１・２及び 65 歳以上の基本チェック

リスト該当者 

27 件 

 

短期集中型サービス

Ｃ事業 

３～６か月の期間で、リハビリテーション専門職等

からリハビリテーション、口腔ケア、低栄養改善な

どのアドバイスを受けて、日常生活機能の向上に取

り組む。 

対象：要支援１・２及び 65 歳以上の 

基本チェックリスト該当者 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 

49 件 

口腔ケア 

3 件 

低栄養改善 

18 件 

通
所
型
サ
ー
ビ

ス 

介護予防通所事業 

サービス 

デイサービスなどで、介護予防を目的とした運動器

の機能向上、栄養改善、口腔機能の向上などの選択

的なサービスを日帰りで受けられる。  

対象：要支援１・２及び 65 歳以上の基本チェック

リスト該当者 

 

11,878 件 
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研修企画委員会用 整理シート    ※資料1 5ページより

【①目標：目指すケアマネ像】 

・ 利用者本人の意思決定の手伝いができる

・ 利用者本人の真の思いが引き出せる

【③問題：目標とのギャップ】 

真のニーズが聞けていない（ 表面的な事にとらわれすぎ）

ケアプラン作成に必要な基本的な知識が不足している

型にはまったケアプランを作成してしまう

不充分なケアプラン作成について指摘する人がいない

【②現状のケアマネ像】 

・ アセスメント しても、 整理ができないままケアプラン

作成をしている

・ その人らしいプランができていない

（「 Ａさんらしい～」 という文章力・ 表現力がない）

【④原因】 

・ 必要なことを質問し、思いを引き出し、説明し、納得して

もらうためのコミ ュニケーショ ン力が必要

・ 人間心理／高齢者心理等についての知識が必要

・ ケアマネジャーとしての専門職の意識や定義が浸透してい

ない

・ ケアプラン作成への慣れ

・ ケアプランを客観的に見る機会が少ない

・ 勉強・ 修得・ 実践機会がない

【⑤対策】 

その人らしいプランを作るために、 利用者本人の真の思いを

引き出せる対人援助技術を学ぶ

ⅰ)なぜCM に対人援助技術が必要か

ⅱ)対人援助技術とは何か（ バイスティ ックの原則、マズロー

の欲求段階、 自己覚知、 高齢者心理をふまえて）

ⅲ)面接技法とは何か、初回のインテーク時と継続アセスメン

ト 時の二つの場面の特徴や違いを明らかにし、 実習を含む

ⅳ)真のニーズとは何か（ ニーズ論）

資料1 

（ 別添）  
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　研修企画委員会にて検討した対策案に基づき研修を実施した。

研修名 開催日時 対象 講師 会場
参加
人数

研修内容

平成３０年
８月３１日（金）
１４時００分～
１６時３０分

IKE・BIZ　６階
多目的ホール

49

利用者理解の基礎～援助的関係とは～
・援助される側（利用者やその家族）の立場を理解す
る
・援助する者として、ケアマネが理解を深めるべき自
らの仕事への関わり方を認識する
・サポートの効果を理解し、よいサポートの提供の仕
方を身につける

平成３０年
９月２１日（金）
１４時００分～
１６時３０分

48

相談援助面接～面接の構造と応答のバリエーション
を理解する～
・面接の構造と面接に必要な言語スキル
・インテーク面接場面を視聴して「何を意図してどの
ような応答をするのか？」を理解する

平成３０年
１０月５日（金）
１４時００分～
１６時３０分

49
アセスメント～情報を統合する～
・アセスメントとは何か？
・クライエントとの置かれている状況を理解する

平成３０年
１１月２日（金）
１４時００分～
１６時３０分

47

利用者理解から支援計画作成へ～スーパービジョン
要素を取り入れた事例検討会～
・これまでの研修で学んだことを統合し、利用者・家
族・彼らを取り巻く環境を統合的に理解するために必
要な問いかけや要約の仕方を学ぶ

受講人数合計 193

豊島清掃事務
所

真のニーズを引き
出すケアマネに求
められる対人援助
技術研修

豊島区の居宅
介護支援事業
所に所属する
ケアマネ
ジャー

日本女子大学人
間
社会学部社会福
祉
学科
渡部律子氏
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地区懇談会

研修検討会（主任介護支援
専門員地域ケア会議）

センター長連絡会
（全体会議に向けた検討会）

第3火曜日

地域ケア会議（全体会議）

個別会議

区主催元気はつらつ報告会
（年2回・各包括1事例提出）

包括主催元気はつらつ報告
会

（各包括年2事例の検討）
生活援助ケアプラン

地域ケア会議
（随時）

会議名

地
域
ケ
ア
会
議
関
連

地域ケア会議説明会
（年１回）

意見交換会
（センター長連絡会でも実施）

地
域
ケ
ア
推
進
会
議

地
域
ケ
ア
個
別
会
議

・マニュアルをもとに説明し、地域ケア会議の開催計画と

運営方針の共通認識を図る

・地域ケア会議について意見交換

８包括

へ訪問

全体会議

第1回

（7/18）
第2回

（9/19）
評価

検討会

随 時

4圏域ごと（2包括合同）に企画・運営

第1回

（5/21）
第2回

（6/18）

第3回

（7/16）

第4回

（8/20）

第5回

（9/17）

第6回

（10/15

第7回

（11/19

第8回

（12/17

第9回

（1/21）
第10回

（2/18）
第11回

（3/17）

各包括にて随時開催

各包括にて随時開催

1～2回開催予定


